
平成２６年に亀戸署管内で発生した労働災害は５６０
件で製造業で５６件の発生、うち食料品製造業が１７件
と製造業全体の約３０％を占めています。

機械による「はさまれ・巻き込まれ」災害が約２９％を
占めており、機械に手指が巻き込まれて欠損し、後遺
障害が残るような重篤な災害も発生しており、労働災害
防止には食品加工機械等の安全対策が求められま
す。

平成２６年死傷病報告データによる。
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（１） 切断機・切削機による切断・切削の危険の防止
① 機械の危険な部分に覆い等を設置しましょう。
② 原材料の送給・取り出し時には、原則として、機械の運転を停止・用具
等を使用しましょう。

（２） 粉砕機・混合器による巻き込まれの危険の防止
原材料の送給・取り出し時には、原則として、機械の運転を停止し適切
な用具等を使用しましょう。

（３） ロール機による巻き込まれの危険の防止
機械の危険な部分に覆い等を設置しましょう。

（４） 成形機等によるはさまれ・巻き込まれの危険の防止
はさまれ・巻き込まれの危険があるときは、機械に覆い等を設置しましょう。

２ 機械の目詰まり等の調整時には、原則として、機械の運転を停止する等
措置を講じましょう。
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